
令３　中学校 ･高等学校数学（ 4 枚のうち 1 ）
（解答はすべて、解答用紙に記入すること）

Ⅰ　次の各問いに答えなさい。解答は、答えのみでよい。

⑴　不等式 3（x＋2）＞ 4x＋aを満たす最大の整数 xが 5であるとき、定数 aの値の範囲を求めなさい。

⑵　あるクラスの生徒 40 人が 50 点満点の試験を受けたところ、その得点のデータの平均点は 32 点、四分位範囲は 18 点、分散は 25

であった。次のようにデータを変更したときの、平均点、四分位範囲、分散を求めなさい。

ア　生徒全員の得点に 10 点を加えたとき

イ　生徒全員の得点を 2倍したとき

⑶　次の枠内は、「1個のさいころを3回続けて投げるとき、少なくとも1回は1の目が出る確率を求めなさい。」という問題Ａに対する、

ある生徒の答案である。次の問いに答えなさい。

1個のさいころを 3回続けて投げるとき、1回目に 1の目が出る確率は 　

2回目、3回目に 1の目が出る確率も同様にして、それぞれ 　

よって、求める確率は 　 ＋　 ＋　 ＝　

ア　次の文は、上の枠内の答案の誤りについて述べたものである。　　　　に当てはまる最も適当な語句を入れなさい。

　1個のさいころを 3回続けて投げるとき、「1回目に 1の目が出る」、「2回目に 1の目が出る」、「3回目に 1の目が出る」という

各事象は　　　　ではないので、各回に 1の目が出る確率を加えるだけでは誤りである。

イ　問題Ａを解きなさい。

⑷　直線 y＝x－1が円 x2＋y2－2x＋4y＝0によって切り取られる弦の長さを求めなさい。

⑸　初項から第 n項までの和 Snが、Sn＝n2＋2nで表される数列｛an｝について、次の問いに答えなさい。

ア　一般項 anを求めなさい。

イ　無限級数 Σ　 　 の和を求めなさい。

⑹　関数 f（x）＝∫0
x
（x－t）sin t dtを xについて微分しなさい。

Ⅱ�　kを実数の定数とする。θの関数 f（θ）＝sin 2θ＋ sinθ－ cosθ＋kについて、次の問いに答えなさい。ただし、0≦θ≦πとする。

⑴　t＝sinθ－ cosθとおくとき、tのとりうる値の範囲を求めなさい。

⑵　⑴の tを用いて、f（θ）を tの式で表しなさい。

⑶　θの方程式 f（θ）＝0が異なる 3つの解をもつような kの値の範囲を求めなさい。

Ⅲ�　0 ＜ t＜ 1とし、放物線 C：y＝x2 上の点（ t，t2）における接線をℓとする。0≦x≦1において、Cとℓと x軸で囲まれた図形を D1、

Cとℓと直線 x＝1で囲まれた図形を D2 とおく。D1 と D2 の面積の和を Sとするとき、次の問いに答えなさい。

⑴　接線ℓの方程式を tを用いて表しなさい。

⑵　Sを tを用いて表しなさい。

⑶　Sが最小となるときの tの値を求めなさい。また、そのときの Sの最小値を求めなさい。

⑷　⑶のとき、D1 と D2 をそれぞれ x軸のまわりに 1回転してできる回転体の体積の和を求めなさい。

Ⅳ�　三角形ＯＡＢにおいて、ＯＡ＝2 6 、ＯＢ＝ 15、ＯＡ・ＯＢ＝ 6 とする。線分ＡＢを 1：2 に内分する点を Cとおき、ＯＡ＝ a、 

ＯＢ＝ b とするとき、次の問いに答えなさい。ただし、⑴、⑵の解答は、答えのみでよい。

⑴　ＯＣを a、b を用いて表しなさい。また、｜ＯＣ｜を求めなさい。
⑵　ＯＤ＝ a＋ b とする。直線ＯＣと直線ＡＤの交点をＥとするとき、ＯＥを a、b を用いて表しなさい。

⑶　直線ＯＢに関して、点Ｃと対称な点をＦとする。ＯＦを a、b を用いて表しなさい。

⑷　⑵、⑶のとき、三角形ＯＥＦの面積を求めなさい。
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令３ 中学校・高等学校数学 模範解答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ⅰ 

60 

(1) 0≦a＜1  

(2) 

ア 平均点       42    (点) 四分位範囲       18     (点) 分散 25 

イ 平均点         64    (点) 四分位範囲         36    (点) 分散 100   

(3) ア 互いに排反   イ 
216

91    

(4)  32     

(5) ア   an＝2n＋1   イ 
 6 

1    

(6)  )(xf  ＝－cosx＋1    

Ⅱ 

40 

(1) 

t ＝sinθ－cosθ＝ 2 sin θ－    

0≦θ≦π より －  ≦θ－  ≦   であるから  

－   ≦sin θ－   ≦1    

よって、－1≦ t ≦ 2   

(2) 

t2＝sin2θ－2sinθcosθ＋cos2θ 

＝1－sin2θ であるから  

sin2θ＝1－t2 

よって、 f (θ)＝1－t2＋t＋k 

＝－t2＋t＋k＋1  

(3) 

 f (θ)＝0 より、 

 1－t2＋t＋k＝0 

 t2－t－1＝k 

ここで、g(t)＝t2－t－1 とおくと 

    g(t)＝ t－   －   

y＝g(t) と直線 y＝k との －1≦ t ≦ 2  における共有点を考える。 

t の値に対応するθの個数は 

1≦ t ＜ 2  のとき、θは 2個、－1≦ t ＜1、 t＝ 2  のときθは 1個となる。 

よって、題意を満たすには、g(t)＝k が 

1≦ t ＜ 2  に 1 個と、－1≦ t ＜1 に 1 個の解をもてばよい。 

グラフより、－1≦ k ＜1－ 2   
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令３ 中学校・高等学校数学 模範解答  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 

50 

(1) 

 y ´＝2x  

 点(t , 2t )における接線 の方程式は 

 y－t2＝2t(x－t) より 

y＝2tx－t2  

(2) 

 Ｓ＝ dxttxx
1

0

22 －2－ －        

  ＝      －    

  ＝－   ＋t2－t＋    

(3) 

 f (t)＝－   ＋t2－t＋  とおく。 

f ´(t)＝－   ＋2t－1＝－  (3t－2)(t－2)  

f ´(t)＝0 とすると、 

0＜ t ＜1 より、t＝   

増減表より、 

最小となる t の値は、t＝    

また、そのときの最小値は、    

(4) 

 (3)のとき、接線 の方程式は、y＝  x－            

 接線 と x 軸との交点の座標は、  ，0                          

 求める体積をＶとおくと、                    

 Ｖ＝     －           

  ＝     －                                   

  ＝       
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令３ 中学校・高等学校数学 模範解答  

Ⅳ 

50 

 

(1) ＯＣ＝             ＯＣ ＝ 15  

(2) ＯＥ＝      

(3) 

ＯＦ＝        （s、ｔは実数）とおく。 

ＣＦ＝ＯＦ－ＯＣ＝            

ＣＦ⊥   より ＣＦ· ＝     · ＋     ＝0 

 よって、2ｓ＋5ｔ＝3  …①  

線分ＣＦの中点をＭとすると、 

ＯＭ＝   ＯＣ＋    ＯＦ 

＝                 …②  

 点ＭはＯＢ上の点より、②から、 

 よって、s＝－    

 ①から、t＝    

 ゆえに、ＯＦ＝－        

(4) 

 (3)より、ＯＭ＝   であるから、ＯＭ＝        

ＯＣ＝ 15 より、ＣＭ＝         ＝      

三角形ＯＥＦの面積は、 

  △ＯＣＦ＝  ×2×△ＯＣＭ＝3△ＯＣＭ＝            ＝    

 

別解 

ＯＥ＝  ×ＯＣ＝      

ＯＦ＝ 15   

ＯＥ·ＯＦ＝      ·                ＝－     ＋     ·  －    ·  ＋     

     ＝－    

求める三角形ＯＥＦの面積は、 

              ＝          ＝    
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